
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

冬山惨淡として眠るが如し 

                           高峰小学校 教頭 鈴木智久 

 皆さん、愛知県新城
しんしろ

市というところを知っていますか。実は愛知県新城市は私の故郷です。

今回、私が育った故郷の偉人を皆さんにご紹介したいと思います。 

 愛知県というとすぐに名古屋市を思い浮かべられるのではないでし 

ょうか。しかし、新城市は名古屋市と全くの反対側で、静岡県との県 

境に位置している人口約５万人の山に囲まれた自然豊かなところです。 

 私が新城市を紹介する際、真っ先に挙げるのが「長篠の戦い」です。 

この戦いは、６年生の社会科の教科書に出てくるほどの有名な戦いで、 

１５７５年（天正３年）、織田・徳川連合軍が火縄銃とよばれる鉄砲 

を本格的に用い、武田の騎馬隊を打ち破ったことで知られています。 

 しかし、今回皆さんにお伝えしたい偉人は、織田信長でも徳川家康でもありません。実は、

1 人の足軽（歩兵）についてです。その足軽の名前は、「鳥居強右衛門勝商（とりいすねえも

んかつあき）」と言い、新城市の出身者であれば誰でも知っているほどの英雄です。 

 長篠の戦いが始まる前、三河国長篠城は武田勝頼の大軍に囲まれ、食料も乏しく苦戦してい

ました。岡崎にいる徳川家康に援軍を求めたくても使者が城から抜け出すことができません。

強右衛門は自ら志願して使者となり、武田軍の厳重な包囲網を突破することに成功し岡崎に向

かいました。岡崎で徳川家康と織田信長に会い、援軍を頼みました。ただちに援軍をだすとの

返答をうけて、強右衛門は長篠に戻りましたが、城中に入ることができず、武田軍に捕らえら

れてしまいました。 

 武田軍では「援軍はこないと大声で伝えよ、そうしたら命は助けてやる。」と強右衛門を城

門前に連れて行きました。そこで強右衛門は大声をあげて「近く、織田・徳川連合軍が助けに

やってくる！」と叫びました。これを聞いて城内は大喜びでしたが、武田軍はすぐに強右衛門

をはりつけの刑にしました。 

 この仲間を思い、勇気ある強右衛門の行動は、英雄として語り継がれており、私が小学校を

卒業して約 40 年経った今でも私の手本として心の中に存在しています。 

 

 さて、それぞれの地域には今日に至るまでの先人たちの活躍、苦労や知恵によって培われた

もの、地域に伝わる伝承や地域の素晴らしさがあると思っています。 

 現在コロナ禍のため、人との関わりや行事が制限されています。しかし、高峰小学校を卒業

していく子どもたちには、地域を教材にした学習を通して故郷を知り、誇りに思えるような経

験を積ませてあげられたらと強く思っています。 

 今後も地域の皆さまと一緒に子どもたちを育てていけたらと思っています。引き続き、ご指

導の程、よろしくお願いいたします。 

 

高峰小学校は地域と共にある学校です。これからもご支援とご協力をお願いします。 

愛川町立高峰小学校 

愛甲郡愛川町三増７６７ 

発行責任者 井上真彰 

TEL 046-281-0389 
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新城市 



稲刈りを行いました 

１０月２８日（金）に３、４年生が稲刈りを行いました。１枚に２００マ 

スもある育苗ポットの一つ一つに手のひらに載せた種籾を３粒ずつ丁寧に撒 

いたのは５月のこと。みんなで水やり当番を決めて、運動会の前後も水やり 

を欠かさず行って立派な苗に育て上げました。 

県央愛川農業協同組合高峰支所の皆さまのご指導と保護者の皆さんのご支 

援のもと６月に田植えを行ってから約４ヶ月、実に２００㎏を越える立派な 

お米を実らせてくれました。物心ついた頃から当たり前のように目の前に出 

てくる真っ白いご飯。この機会を逃せば田んぼの稲穂とご飯が同じものであ 

ることに気付かないまま大人になる子どももいたことでしょう。 

「楽しい！６時間目までやって全部刈りたい！」この言葉を聞いたとき、 

この行事を実施して本当に良かったと思いました。関わって戴いた全ての皆 

さま、心からお礼を申し上げます。 

綱引き大会を行いました 

 体育委員会が企画した綱引き大会が１１月８日（火）の昼休みの時間に行 

われ、全校児童が８つの縦割り班に分かれて力を競い合いました。当日は素 

晴らしい秋空の下、校庭に置かれたロープを力の限り引っぱり合い、５試合 

を勝ち抜いたアセロラチームがみごと優勝しました。おめでとうございます！ 

連合運動会を行いました 

１１月１１日（金）に本校の校庭を会場にして連合運動会が行われました。 

４年前まで愛川町立小学校の６年生は三増競技場に集まって連合運動会を行 

っていましたが、３年前の台風による分散開催を最後にコロナ禍により中止 

になっていました。今年、中学校区ごとに開催する形で復活したものです。 

素晴らしい晴天の下、高峰小学校と中津第二小学校の６年生は広い会場で 

思う存分練習の成果を発揮しました。両校の児童の多くは愛川中原中学校に 

進学します。残りの 

小学校での日々を大 

切に過ごし、更に心 

身共に成長して再会 

してほしいものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

随時更新しています。 

ぜひ、ご覧ください。 

  

 ホームページ 

連合音楽会を行いました 

 コロナ禍前まで愛川町立小学校の５年生は毎年この時期に愛川町文化会館 

のホールを会場にして一堂に会し、合唱や合奏を披露し合う連合音楽会を行 

っていました。文化会館が新型コロナウイルス感染症のワクチン接種会場と 

して使用されるようになり、この２年間は中止となっていたものです。 

今年は同じ中学校に進学する小学校２校の５年生が一方の学校を訪問する 

形で集い、披露し合う形で実施することができました。高峰小学校の５年生 

は１１月４日（金）に中津第二小学校を訪問して「威風堂々」の合奏と「あ 

りがとうの花」の合唱を披露しました。最後に両校の５年生が一緒に「Belie 

ve」を歌って閉会となりました。９月に練習を開始してから沢山の試練を乗 

り越えてこの日を迎えた５年生、また一つ大きく成長したことでしょう。 

沢山の 


